
 

  

 

 

使用済燃料対策ロードマップの進捗状況に関する 

福井県へのご報告 

 

２０２５年６月１３日 

関西電力株式会社 

 

 

当社は本日、使用済燃料対策ロードマップの現在の進捗状況について、

福井県にご報告しました。 

当社は、使用済燃料の県外搬出を確実に進めていくために、引き続き、

使用済燃料対策ロードマップに基づく取組みを着実に実施してまいります。 

 

以 上 

 

（添付資料）使用済燃料対策ロードマップの進捗状況について 
 



1使用済燃料対策ロードマップの進捗状況について

〇2025年2月13日に見直しを行った使用済燃料対策ロードマップに従って、取組みを進め
ている。

〈六ヶ所再処理工場〉
・日本原燃は、5月20日の審査会合で設工認の耐震設計、構造設計等の内容を説明すると

ともに、構造設計の見直し等を踏まえて「説明の全体計画」を一部見直した。11月まで
の説明終了予定と、2026年度中の竣工目標に変更はない。

〈使用済ＭＯＸ燃料再処理実証研究〉
・仏国へ使用済燃料を輸送する準備を進めており、国土交通省から輸送物設計承認書を受

領し、輸送容器の製作を開始している。

〈中間貯蔵施設〉
・ 2030年頃の操業開始に向けて、引き続き、最大限取り組む。

〈国からの要請事項への対応〉
・六ヶ所再処理工場支援は、今後の検査、保安規定、訓練を見据え、必要な箇所に適切な

要員を派遣し、引き続き支援していく。
・使用済燃料対策について事業者間の連携強化を図り、引き続き、ロードマップの進捗

状況については、タイムリーに地元説明を行う。

2025年6月13日
関西電力株式会社

添付資料



2再処理工場のしゅん工に向けた進捗状況（2025年5月20日時点）
【日本原燃株式会社HPより引用】



3再処理工場のしゅん工に向けた進捗状況（2025年5月20日時点）
【日本原燃株式会社HPより引用】



4再処理工場のしゅん工に向けた進捗状況（2025年5月20日時点）
【日本原燃株式会社HPより引用】



5使用済ＭＯＸ燃料再処理実証研究について

輸
送
に
向
け
た
準
備

輸送物の設計
の審査

容器承認
申請
(5月2日)

輸送物の
確認

輸送物安全
確認申請

輸送物設計
承認申請

(2025年2月6日)

輸送容器の製作
・製作時検査

輸送物設計
承認
(5月1日)

仕 様（乾式）

輸送物
総重量

約127トン以下
(使用済燃料、衝撃吸収カバー含む)

外径
全長

約3.6m
約8.3m

(衝撃吸収カバー含む。)

材質 炭素鋼 等

収納体数
26体以下

(うち使用済ＭＯＸ燃料は0～2体)図 TN-Eagle型 輸送容器全体図

〇仏国へ使用済燃料を輸送する輸送容器の準備を進めており、輸送容器の設計について国土交通省の
承認後、容器承認申請を行い、輸送容器の製作を開始している。

容器承認 確認

仏国への
輸送

輸送物（使用済燃料を入れた輸送容器）
の設計が構造、熱、密封、遮へい及び
臨界に関する基準に適合するか審査

承認された設計どおりに輸送容器が
製作されているか、製作の各段階で
検査し確認

輸送にあたり、実際に使用
済燃料を装荷し輸送物が
基準に適合するか確認



6使用済燃料対策推進協議会幹事会（国からの要請）

【国からの要請】（2025年6月12日)

（六ヶ所再処理工場の取組みについて）

・設工認審査に関して、引き続き日本原燃は「説明の全体計画」に基づくきめ

細かい進捗管理を、各社には設工認審査に、人材など必要なリソース確保へ

の最大限の協力をすること。

・日本原燃から報告のあった検査、保安規定、訓練等のスケジュール詳細化に

よる進捗管理は、重要な取組みであり、各社の協力を得つつ、順次しっかり

と具体化を進め、次回の幹事会で報告すること。

・電力各社は、審査、保安規定、訓練への支援については既に報告しているが、

今後、本格化していく使用前事業者検査に向けた支援についても、検討・対

応すること。

（各社の使用済燃料対策について）

・各社の使用済燃料対策に対して、引き続き、取組みの進捗をタイムリーに報

告すること。



7当社の対応

【当社の対応】

・審査対応を行うステアリングチームや技術懸案対応を行うプロジェクトマネ

ージャなど、日本原燃に審査・検査のエキスパート約４０名を派遣し、第一

線での審査対応、各部門の準備状況についても細かく確認し、指導、助言を

行う、といった支援を継続する。

・今後の検査、保安規定、訓練のフェーズへ本格的な移行を見据え、当社とし

て使用前事業者検査対応と、現場工程管理のプロジェクトマネージャ等をそ

れぞれ派遣するなど支援を継続しており、引き続き、六ヶ所再処理工場の竣

工目標の実現に向けた必要な箇所に適切な要員の派遣支援を行う。

・当社の使用済燃料対策ロードマップについて、全力で取り組むとともに、今

回のように定期的に進捗状況の報告を行う。
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